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回答割合（％）の比較 園（％） 学校（％）

令和５年度 綾部市ヤングケアラー意識調査 結果 

Q．あなたの所属先を教えてください。 

園 ：回答数 ２１７名（回答率８４．１％）   

学校：回答数 ３６０名（回答率７７．５％）   

 

Q．あなたの年齢を選んでください。  
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この調査で初めて言葉を聞いた。

言葉を聞いたことはあるが、

概念は詳しくわからない。

言葉も概念も知っているが、

普段、意識した対応はしていない。

言葉も概念も知っているし、

普段、意識して対応をしている。

回答割合（％）の比較

園（％） 学校（％）

④

③

②

Q．あなたは、ヤングケアラーという言葉と概念を知っていますか。  
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回答割合(％)の比較
園（％） 学校（％）

①

③

②

Q．現在勤務している園（もしくは学校）に、ヤングケアラーだと思われる子どもはいると思いますか。  
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その他

わからない。

緊急度が高くないため、ヤングケアラーの対応が後回しになってしまう。

職員のヤングケアラーについての認識が不足している。

保護者とコンタクトが取りづらく、接触が取れない。

保護者から「これはうちの教育方針。躾。」等と言われてしまう。

職員が子どもとじっくり話す時間が不足している。

子ども本人が困っていても話したがらない。

子ども本人やその家族がヤングケアラ―問題を認識していない。

家庭内のことなので介入しづらく、問題が表に出にくい。

回答割合（％）の比較 園（％） 学校（％）

②

③

④

⑤

⑥

⑧

⑨

⑩

Q．ヤングケアラーの子どもの把握や支援を行う上で、難しいと感じること、課題だと思うことは何だと思いますか。 

当てはまるもの全てを選択してください（複数回答可）。  
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その他

わからない。

既存の園(学校)の支援で対応できるため、他機関からの支援は不要。

そもそも園（学校）が家庭内の問題に介入するべきではない。

普段の業務が忙しく、きめ細やかに対応できない。

家庭内のデリケートな問題なので園が関わるのは難しい。

支援機関にどのように繋いだらよいのかわからない。

どのような支援機関があるのかわからない。

どのようにケアラーに対応すべきかわからない。

積極的に支援機関に繋ぎたい。

園（学校）内でケアラーの情報を共有し、支援を検討したい。

園（学校）がケアラーの居場所になるように配慮したい。

ケアラー本人の話をよく聞きたい。

回答割合（％）の比較 園（％） 学校（％）

⑥
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⑤
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③

Q．ヤングケアラーへの支援について、今の自分の考えや気持ちに近いものを選んでください。当てはまるもの全てを選択してください。 

（複数回答可） 
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1
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33

44

48
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28

37

86

その他

わからない。

子どもの居場所支援を行う民間団体（フリースクールなど）

民生委員、児童委員、主任児童委員

地域の子どもの施設（児童館、放課後児童クラブ等）

ケアラーのきょうだいが通う園、もしくは学校

DV被害者への支援を行う機関、団体

保健所

児童相談所

医療機関

社会福祉協議会

市の教育支援センター

市の教育委員会

市の要対協（要保護児童対策地域協議会）

市の母子保健部門（保健福祉センター）

市の生活保護部門

市の障害者福祉部門

市の介護・高齢者部門

市の児童福祉部門

回答割合（％）の比較
園（％） 学校（％）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯
⑰

⑱

⑲

Q．あなたは、ヤングケアラーを支援する上で、どのような支援機関との連携が必要だと考えますか。当てはまるもの全てを選択してください。 

（複数回答可） 
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その他

わからない。

高齢福祉や障害福祉等のサービスへ家庭を繋ぐこと。

家事援助サービスや訪問看護などの提供を充実させること。

福祉と教育の連携を進めること。

ヤングケアラーを支援するNPOなどの団体が増えること。

園（学校）内に、ケアラー本人や職員が相談できる窓口があること。

園（学校）内に、ヤングケアラーの支援を検討する組織を作ること。

子どもが職員に相談しやすい関係をつくること。

SSWやSCなどの専門職の配置が充実すること。

園（学校）内でのヤングケアラーの実態を把握すること。

保護者がヤングケアラーについて知ること。

職員がヤングケアラーについて知ること。

子ども自身がヤングケアラーについて知ること。

回答割合（％）の比較 園(％) 学校(％)

①

②

③

④

⑤

⑥
⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

Q．あなたは、ヤングケアラーを支援するために必要だと思うことはどのようなことですか。あてはまるもの全てを選択してください。 

（複数回答可） 
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※ 自由意見を述べてもらう質問では、大きく分けて以下の１７の意見が出ました。 

 

 

① 園や学校でできる支援をしたい。 

② 様々な関係機関、支援機関との連携が必要。 

③ 職員がヤングケアラーについて研修を受けたり、学んだりする機会が必要。 

④ こども本人や保護者に知識が無いことが問題。 

⑤ 園や学校が家庭内に深く介入し、家庭の状況を知ることは難しく、限界がある。 

⑥ 「お手伝い」なのか「ヤングケアラー」なのかの判断、線引きが難しい。 

⑦ 行政に支援をしてほしい。行政が動くべき。 

⑧ 学校はヤングケアラーの問題に対して時間や人員を割く余裕がない。 

⑨ ヤングケアラーの支援には他の制度が必要。 

⑩ ヤングケアラーの問題はスクールソーシャルワーカーが対応するのが良い。 

⑪ 学校にヤングケアラー専門の専門家の配置や派遣が必要。 

⑫ 学校がヤングケアラーの情報を把握するのは難しい。 

⑬ 学校はヤングケアラー問題に対応すべきではない。 

⑭ ヤングケアラー問題は昔からある。 

⑮ まずはこどもの意見を聞くべき。 

⑯ ヤングケアラーを問題視しすぎない方がよい。 

⑰ ヤングケアラー問題の真の原因（社会の背景等）を解決すべき。 

 

                                      以上。 


